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特 定 事 業 者 排 出 重 削 減 計 画 書 ( 新規 変 更

氏名 (2人iぁぅて,“ “ス0イヽ【ヤ“ E4"印 ヌ

藤田ホルマネンタント(備
代表取締役社長

075-222

(震|

佐野 正

にあつては 主たる事業所の所在地)

T604-8502

京都市中京区油小路通二条下ルニ条満小路町282番 地

京都府地球温曖化対策条例第18条第1項 (第 18条第2項、第18条第3項 )の規定は り提出します。

特定事業者
の主たる業種

ホテルサービス業

該 当する

事業者要件

の 京都府地球温暖化対策条例施行規則第4条第1号該当事業者(大規模エネルギ
ー使用事業者(原

油に損算して1ぅ500キロツッルレ以上))

□ 京都府地球温暖化対策条例施行規則第4条第2号及び第3号該当事業者(大規模連送事業者(ト

ラックスはパス100台以上/鉄 道車両150面以上))

日 京都府地球温暖化対策条例施行規則第1024t第4号該当事業者(そのlLのこ室坊果ノスの大規模

,F出事業者(二酸化炭素に決算して3000ト ン以Ll)

計画期間 平成   18  年   4  月    ～       コ 戎   20 年    3 月

基本方針

消費エネルキ“節約等での各部門の徹底指導 熱 源機器の改修及び省工～レギ
ー型の機種変更ならびに

機器分散方式でのエネルギー消費量及び排矢ガス4′キ ントの削減を目指し

4ポーせオ以上のCO.サ1出量を目標に麟力会社にも 環境方針導守への協力を依頼方先

推進体制 社長以下各部署及び協力会社の相織化を終り地球温暖rヒ対策に 対する認識指導解決案
の促進に努め

″ヽ 白 曽 lrの 毎 ■ 全 義 チ 堂 続 手 ■

年度ごとの具

体的な取組及

び措置 計画

年度
設 備 対 象

工程等省
容画計 内

18～ 19
施桜管理

(機械室)

〔京毎国際ル″I   〈 冷演機)平成18年度には 旧240tX 2台 吸収式令温水発生戦を

荏原製品省エネ型―RCP6N012N2■ 201×4台に分散化予亀            (4～ 35%部 1臓見込み)

18～ 19
施設管理

(機械室)

【京観日瞬▼'】  こ 岳均現保有水量3t炉間燈督式ポイラー2基 性能 燃携効率低下が見込まれ

省エネ 分散型に変更計画中。                    (4～ 35%削 減を麹戎機種 メー″■賞宗中)

18～ 19
亮 ま F r理

(機械室)

け ″シケ京都】  く 冷球紬 旧90こX3台 吸収式令二水発生機を H lr A孤約 7,7-か 近年中に取替え

予定 予曇撞定し設置場所 工期及び省エネタイプ機器の模索中。

18～ 19
管 理政施

(1努披室)

舷地内に減営照明分対し●0ランブ誤を見直し 照度を下げずに消費電力及び放熱量を押える

タイプに臨時取善,ていく方位          【 京都固陳↓″■7/フシタ京都英1 (4～ 35%削 減メーカー複索中)

18～ 19
宮 蒸 部

(宴会接客)

宴会場値すの準備等に要する照明 冷暖房 試験点灯の時間短矯での節電徹底

(′`ック部の不必要な鞭 月)           【 京都口EF本ル テヽ″7メタ京都共〕     (2%削 減見込み))

18～ 19
理 部調

(機器等)

調理機器ガス 電気の省エネに努める

冷涼度 お巌庫の開開及び産内物品整理(農内冷気循療を3幼

【京都国際ホル 京テ″ン″京都共】

(2%肖H減見込み)

温室効果ノス
の排出量学

排 出 区 分
基準年度〈築 鋤

(   17      )  年度
~部
ル 出 素 盗 笙 イトン い

目標年度(計画)

(  19  )年 度

(二酸化炭素換筆(トン))

部茂基

( 計 画 )

(パーセント)

A事 業所等排出区分 既 う こ 互切 2ク     t ―ユ,   %

B輸 送 車 両排 出 区分 t t

C  そ の他排出区分 t t

計 五塚22,    t t %

その他の地球

温暖化対策に

よる温室効果

/ス の削減量

草

対策等の区分
目標年度 (計画 )

取 組 量 等 二 酸 イと炭 素 寝 察 (t)

採林 の保 全 及 び整 偏 (設 偏 面 積 リ (吸収量 ) t

市内 種 の末 材 の利 用 (利 潟 量 (高J滋■ ) ↓

自秀 エ ネ ″ 千
―
を 制 用 した 畜

力又fま熱の供給

E電量 h″h 〈削蕨長 , |

(撫 供給蚤 ) C r J (副 滋 量 〕 t

Zリーン題力のH4人 (翻決 量 ) kwh く百J】妥■ ) t

肖サ滋畳等合計 t

差引排出量
イコどⅢ本“‐甑市基本事ヽ

喜 準 年 度 〔冥 目係年度 (計画 ) 削減率 (計画 )

あ』θユj       t あぢθユ′     t ‐2′     %

特記事項

1)当 社では 最小限のお客様でも 御来館の疎、各部門でのサービスを舞供せざる発、

節約にはほ限界点を目指して寄りいっそうの努力を惜します、様山工の削競に努めて来ましたが 本年度4～9月利用客が昨年より多少多く

なり半年間の緊計が昨年より上まわる劉とに至りましたが

目標をしっかり秘餞し より良きエコ。ジー雲品の法置 校蕊立びに従業員―同の環境独苦実施に努める。
2)絡 力会社の保守管理運転え携わる関遭業者の技術低供を受け
エネルギー消費知事を改善し C02排 出を押さえ優器性能効率上昇を目標に努めておりま丸

道結先

担 当

担当看氏名

住所

ファクシミリ番号

注 1藤 当すら□には レ印を記入 してくだき 、 特 定事業者以外で 自主接加される事衆承 み方 は レ印の記入は不要でキ

21ほ 神frJと は「.直湖同り前年Fを 1日“■震Jとは,1直切町の疲英手Fを いい■i

S■ 峡 所守plⅢ区分Jと ま京都府内のW業 所oの T=活 動のための工～ レイー研 加に,い ,生 するこ=力 穴タスを |いお工丙妹Lに 分J

と=自動コ〔赳お■英イについて lヽl月の本革の位騒を京ほ灯内どする工開りいいする■室妨栄】疑 最近車界すについは保有する寅ウ“

両又はあよ客Imの 研」す/j【宮効本衆 Fそのは ,W区 7jせ ,上 縄以外りまほ府内てお ける'A7vの す策活勁てこ弾,■ 4faE‐ Iぁ

舛タスをいいまi

4「 付配J"サ ヽま lm211要 (1"itF)を 本いとした芽u■ の打比や二れ,イー原thtCOな 1はiを エネ費●口■など紅■つド々劾

火棗 ⅢⅢ激ヽの費は 勿 ―ン耐連の様"付 定ク,ンたとの条印ヽ定4の こ室劾映″スの口"“ 座 望人し(だ さV、


